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本曾獲行ノ礫諺ハ「物理化學の蓮歩」ト稱シ下記.内睿 ヲ有 スルモノ トス
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從 來 ロータ リー ボ ンプに ては到 逹不 可能 とされ てゐた
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一 大 飛 躍 に 際 し て
我がL物理化學の進歩1は,第十卷第六韓の本號 を以て,創 刊以來十朋
年を遞 り,第十門卷 を迎へることにな りまし仁 この間本誌 の刊行 を持
績するこ とが出來 ましナニことは,ひ とへ に我が物理化學界諸賢の甚 大な
る御後援 と,讀者諸氏の不變な る御卷顧 に依 る他な く,こ ～に先づ謹ん
ら
で滅謝の意 を表 したい と思び ます・
さて本誌の歴史を繙 いて見 ます と,發表 さ.れ～;研究 は可 な りの數に上
b,物理化學界にt・さ 丶か な りとも貢獻す る所 があつたであらうと思ひ
ますが,學 界釜々多楽 なる情勢を省 るとき,之 を以 て決 して満足すべ き
ではあ りません・否,今 日よ り明 口ヘコ明 日よ り夏 に明後 日へ と常に躍
進 に躍進を重ね ることを目標 とし,よ り良 き,よ り多 き研究の發表並び
に紀介を以て,世 界 物理化學界 に貢獻せん ことを熱望 して止 まないので
あ ります・ この熱望を實現 する爲 には發表機關たる本誌刊行の持續に依
存するところ多 きを信 じて疑 ひません・ さりなが ら營利主義 に非 るこの
種の刊行物には,幾 多の困難を伜 ふのが常であb,そ こに多 くの戡牲 と
努 力を必要 とします・ この困難 は,し か しなが ら,よ り多 くの讀者諸氏
の御援 助 と,吾々編輯 に携 る者 の不断の努力が,全 く相一致 する曉には,
やがて容易に解潰 され るで あ らうことを,.我々 は期待 する ものであ りま
す.幸 にして本誌 は滿十年 の歴 史を閲 しましたか らには,こ の歴史を一
大飛躍への一段階 として,本 誌の外形内容の充實に者 々準備を進めて居
りますか ら,既往會員は勿論,未 入會の方やは,こ の際奮つて御入會 さ
れ,我 春の意鬪に對 して,今 後一層の御支援を賜 らん ことを切 に御願ひ
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第 二 條 ホ曾は化學の逖歩及ひ魯及を圏る.を.以τ目的とす ●
茶 四 慄 曾員は牝學に密接aる關係を有す番個人叉は團體たるへし(以下略)
細則第二喙.曾且は下の資格の一を備ふへし
.一 鯨 着 くは像i・密接の陥 ある學科を働 叉腑 魏 研 究融 を公噛 ナ・る昌
一 化學上頻著の成績を禦け若くは化學工暢に在りて責任ある位置に立ち.たること
冖 化?9!1;密攤 る臨 鮪 する7c人9LF3れに櫓常する團體辷ること
第 六 絛 入曾を望ひ者は曾員二名の紹介を.以て學歴等を記入したる申込書を曾長に差揖すへし、.其の
可否は常議會に於τ之を決す.一'
第 十五 條 常倉は會務報告及畢術購演等の爲あ四八爾月を除き毎月之を開 く(以下略)・
























入會希望者 に して紹介者 なき.とき.は學業履歴及び現職 を特 に詳
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等 と使 命を同 じ.うす る ものであつて發刊以來5年の歳 月を閲.し,茲に全 く我 國唯一 ・
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の一般.自然科學雜誌としてめ内容 ・體裁 ・栖威 を具s.るに到つた。
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ModelNo.150
◇ 温 度 の 自働 調 節 並 に ◇ 正 し き定 温 度 の
r. 自働 信 號 に は!一 自働 的 保持 に は!
,、 ``温度 自働調 節 指 示計"を!!
.^__.__.㌔.一4___ず,,_7,_ヂ..___,广..r_..一.、
、ミi
バ イ 囗 メー タ ー 各 種(温 度 一30。～ 十1,6000迄)
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